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馬奉納」と読めるが、この歌には「謎かけ」がある。作品のテーマの「神馬」と、作品に用いた「注連縄」 （しめなわ） 、 「案」 （神事に用いる机） 、「台」 （三方）の三つの神具が詠み込まれている が、お分かりになるだろうか。　
この狂歌と作品を作ったの
は上袋田区の丸屋仁志氏。 「作り物」の名手として知られる方である。歌と道具の絶妙な組み合わせ これこそが勝山の 「作り物」 醍醐味であ 。　
なぜ「作り物」には狂歌が









作を何度も拝見して る 、いつも祭り前夜の１時間ほどで、作品が見事に仕上がる。勝山の 「作り物」 は 「 わか」の精神にのっと 即興的に飾ることを旨とするのである。　
わずかな数の道具だけでシ
ンプルに飾られた作品には、狂歌とよく似た粋な「見立て」の美学が息づいて る。一見すると子ども 無邪気な遊びのように見える「作り物」 や 「一式飾り」 は、 しゃれっ気やユーモアを楽しむ、粋でクールな大人の遊び 言えるのではないだろうか。
た紙に注目してほしい。そこには「書き流し」と呼ばれる狂歌が書かれ、作品に必ず添える習わしがある。
粋な「見立て」の美学
「一式飾り」
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